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東京電力HDの取り組み
自主的安全向上について

令和元年12月23日
東京電力ホールディングス株式会社

資料１－２



1

©Tokyo Electric Power Company Holdings， Inc. All Rights Reserved.

○制度施行準備
・制度理解活動（意識改革）・フリーアクセス環境整備
・基本検査試運用対応 ・保安規定変更検討

○自主的安全向上
・業務振り返りや現場観察による改善
・リスク情報活用の実践

○体制
・本社PJ体制による自主的安全向上の取組の進捗管理
・発電所PJ体制による試運用対応と自主的安全向上の取組

１．はじめに

新検査制度施行準備と併せて、この機会を活用し自主的安全
向上の取組をより一層進めている
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２．基本認識

ＣＭ（設計要
件の確実な

維持）

OP（過酷事

故等での事
象収束）

新検査
制度

Less 
Prescriptive
Performance 
based
Risk informed

の視点で
Intelligenceを発

揮して事業者の
活動を監視

MO (実パフ

ォーマンス観
察）

MA（設備信
頼性の維持）

PI（パフォー

マンスを可視
化、監視）

CAP（重要事

象の再発防止
、予防処置）

RP（過剰な被
ばく防止）

OE(新知見習

得、予防処
置）

・・・

・・・

当社の安全
確保プロセス

世界最高水準の原子力安全

Oversight

Check
Action

求められる姿
Prescriptive⇒Performance Basedで
Risk informedへ
Intelligenceを発揮してリスクを検知、是正

【略語】CM:Configuration Management 構成管理、OP:Operaiton 運転、MA:Maintenance 保全、RP:Radiologiacl Protection 放射線防護
MO:Management Observationマネジメントオブザベーション、PI: Performance Improvement パフォーマンス改善
CAP:Corrective Action Program 是正処置プログラム、OE:Operating Experience 運転経験、SC:Safety Calture 安全文化
CFAM: Corporate Functional Area Manager 機能分野ごとに世界最高水準を目指す活動のリーダー

同じベク
トル

新検査制度に対応しつつ、より高い原子力安全の実現を目指す

SC（安全文化
醸成）

CFAM(ﾋﾟｱｸﾞ
ﾙｰﾌﾟ活動）

Plan
Do

新検査制度で求められる原子力安全

実現のためのツール
ファンダメンタルズ

（各組織の活動、期待される
振る舞い）

これを実現させることで規制求も
満足させる
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（参考）当社のパフォーマンス向上の取組み（ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾓﾃﾞﾙ）

世界最高水準の達成を目指し，各構成要素でパフォーマンス
の達成状況をモニタリングし，改善を続ける

マネジメントモデル（2017年6月）

「あるべき姿」を明
確化し，業務を絶え
ず見つめ直し，ギャ
ップを縮めるべく業
務改善をはかる

□の関連部門がCFAMを中心に意識改革
活動や自主的安全向上活動を実施中
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２．基本認識（続き）

○試運用の状況を見ると規制庁検査官の振る舞いは「検査制
度の基本的な考え方を踏襲」し大きく変化

－なお、個別指摘事項が安全上の重要度の観点で納得感
ある形で評価されるかについて今後注目

○新検査制度を「規制側の変化」と捉えるのではなく、「運
転中の安全性を高める」ために活用していく。

○これまで「規範型の保安検査」を長年経験し、社員にその
運用が深く根付いているが、新制度を真に理解し、運転・
保全等の全社員が、パフォーマンスベース、リスクインフ
ォームドを日々の仕事の中で実践するように、振る舞いを
変えていきたい。

○そのため、制度確立のための議論に積極的に参画
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３．当社の意識改革活動

この機会を自主的安全向上の取組の活性化に繋げるべく、以
下のような啓蒙活動を継続中

○社員の意識改革（コンプライアンスベースからパフォーマンスベースへ）

・安全性を高めるためには普段から何をすべきかの観点で
①現場ウォークダウン＊の充実

米国コンサルタントの指導により感度向上（スライド10）
②検査情報やSDP評価事例を使い安全確保思考の醸成

そのために活用する事例収集・整理（スライド15）
＊現場ｳｫｰｸﾀﾞｳﾝ:設備の状況や人の振る舞いなどについて現場で確認し，その

結果を踏まえて必要な改善をおこなう一連の活動

上記を活かし、仕事のやり方を改めて振り返り（セルフアセ
ス）問題ないかの確認に取組中（スライド６）

○改革状況
・徐々には意識改革が進んでいるが、まだ所員には従来の

慣習的なことが残っている。
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４．現場改善 ①当社の自主的改善の姿

柏崎刈羽で自主的安全向上に向けて業務のセルフアセス、ス
キルアップに取組中。取組を業務フローとして定着させるこ
とで新検査制度に自然体で対応できる

検討中の業務フロー

WANO,JANSIレビュー
社内の監視室、炉主任等気付き
所員、協力企業作業員気付き等
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４．現場改善 ②気付きの管理（CAP）

スクリーニング（重要度判定）
重要度に応じた対処方針決定

パフォーマンス評価
新たな劣化傾向、共通的弱点等を分析

是正 原因分析 傾向監視

ＣＲ(Condition Report)
・現場観察の気付き
・ニアミス
・内部/外部指摘 等

予防
Prevention

検知
Detection

是正
Correction

運転経験
OE

現場観察
MO

外部指摘

パフォーマンス指標
PI

傾向分析

ベンチマーク

ヒューマン
パフォーマンス

セルフ
アセスメント

リスクの先取り

不適合を含む
情報の一元管理へ

安全性に係る視点採り込み

・CAQ判断を行い、組織関与・原因分
析等の度合いを適切に設定

・原子力規制検査のスクリーニングの
視点の採り込みも検討中

CAQ：原子力安全上の問題

検
査
官

CAPを通じ
て発電所の
活動を監視

・是正中心の不適合管理から脱却。MOなどで集めた各種情報
を一元管理・分析して改善の取組に活用

柏崎刈羽で
月約150～
300件起票

MO：マネジメントオブザベーション
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４．現場改善 ②気付きの管理（CAP）（続き）

• 仮置資機材に関する気付きについて
保全部の仮置パトロールにおいて，ルール不遵守指摘
はされているが，当直では更に「基本ルールは実施して
いるが設備保護の観点から不十分」という内容の指摘が
されている。

• 現場設備・機器への気付きについて
当直では通常状態との違い・変化に気付きやすいが，
施工ミス（貫通部処理不十分）等の保全部ならでは
の観点の起票は少ない。

CR一例（ P7-9：確実な予防保全）

【保全部】

・貫通部処理不十分の発見
・ケーブル布設が本来の電路(耐震性有り)を経由していない

【当直】

・結露水の滴下発見
・空調ダクトに錆を確認

【CRを活かした分析例】当直と保全部の視点に差異あり。それぞれの視点を共有
して広げることで更なる気付き発見等の効果が期待される。

2019年4月～9月起票CR「状態報告」 全860件

P12-9 仮置機器または
資材の配置・保管方法

P7-9 確実な
予防保全

保全部起票のうち「仮置資機材」 の指摘は，92件／125件が一
全総括Ｇ仮置パトロール結果。

CR一例（ P12-9：仮設機器または資材の配置・保管方法）

【保全部(仮置パトロール員)】

・当直長承認印なし
・仮置表示の期限切れ

【当直】

・ケーブル養生のシートを束ねている紐が消火設備の電線管に固縛
・固縛チェーンが容易に外せる。一点固縛で不十分。
・危険物エリアに貼り紙。不燃処理されていない。

傾向分析結果を踏まえ

「所属間での視点共有の推進による気
付きの充実」を優先取組事項として抽
出。今後、具体的アクションの計画・実
施に取り組む
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４．現場改善 ③当社の取組例

マネジメントオブザベーション（MO）による現場改善を継
続中。協力企業にも結果を共有し改善

所員によるMO
・管理的職位の者が，業務や現場状況（作業実施状況など）を作業準備（

TBM）から完了後の振り返りまでをじっくり観察。目標となるふるまい
（ファンダメンタルズ）との差を確認し，気づきを提供し現場を改善

・現場リスクを抽出し関係者と共有した事項が現場で正しく実行されてい
ることを確認

・月々の指摘件数は現状約200件程度。定期的に分野別に集計、傾向分析
を実施。

協力企業との連携
・MOの結果は、毎月の協力企業との

連絡会議で共有。各企業は当社各企
業担当グループと協働で対策検討

現場でのMO
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研修：保全部門、運転部門、放管、燃料等各部門の中堅

４．現場改善 ④当社の意識向上活動、スキルアップ活動

自ら問題点に気付く力を磨くべく、観察基準を作成し、運転
員（プラント管理）、保全員等のスキルアップに取り組み中

・US事業者OB指導の下、具体的内容を盛り込んだ「ウォークダウン観
察評価基準」を作成

観察の視点：区画、機器類、足場、火防、溢水、電気安全等

・机上講習
Trust but verify。
表面だけでなく見えない部分（裏面等）にも注視すること。
管理状態に注意すること。CR起票し情報共有すること。

・現場コーチング
少人数（10名以下）で現場に行き、講師と気付き事項
を議論し指導。CR起票実施

運転CFAM

メンテナンス
CFAM

保安検査
担当部署

メンテナンス
CFAMを中心に
計画・実施

CFAM：Corporate Functional Area Manager

（受講者感想）・良い方に解釈せず、疑問をもち確認することの重要性を認識
・自分の担当設備に限らず、気なる点は追求したい
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５．リスク情報活用の実践 ①日々の取組

柏崎刈羽では安全対策工事等、日々、300件を超える工事を
実施中で、リスク抽出と関係者情報共有に日々取組
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５．リスク情報活用の実践 ②当社のリスク意識向上の取組

炉主任通信（毎月発行）
炉主任が自ら見た実作業、実業務を事例とし

て、原子力安全、リスクの認識、リスクに向き合
う姿勢等との関わりを紹介

若い所員が、読みやすく、分かりやすいような
コンパクトな記載

リスクモニタを日常的に活用中
• プラント状態を考慮して、CDF管理基
準をマニュアルに明確化。基準値から
のリスク上昇の大きさに応じて低減策(
工程変更または代替措置)を実施する

• リスク予報をメール発信及び掲示。本
社と発電所が毎日行うプラント情報会
議で、リスクを確認

社員のリスク意識向上のための草の根的な取組を実施中

安全上の視点の解説・模擬評価演習
原子力規制検査の重要度評価の視点の解説

や気付き事例の模擬評価の研修を実施
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５．リスク情報活用の実践 ③柏崎刈羽での実践例

特に柏崎刈羽では運転員、保全部員にアプローチし、リスク
情報を日々の業務に採り入れるよう取組中

＜柏崎刈羽サイトの取組状況＞
○共通的な取組

・リスク情報活用についての啓蒙活動

○運転員（プラント管理）や保全員へのアプローチ
・PRA研修
・リスク情報活用に有益性を見出す意見が出てきている

運転員意見「日常業務の中で定量的なリスク評価があると有益」
保全員意見「工程策定の中で定量的なリスク評価があると有益」

⇒プラント管理及び工程策定の中でのリスク情報活用事例は次スライド

○今後の方向性
・事例を積み上げリスク情報活用の素養を醸成
・ツールの改善（運転、保全ニーズの反映）
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５．リスク情報活用の実践 ③柏崎刈羽での実践例（続き）

・工程検討及びプラント管理でリスク面からの取組を実践中

◆原子炉補機冷却海水系のB系
統点検に際し、燃料プール冷却
の多様性確保のためタイライン
運用するか、B系点検作業に起
因する故障時のA系伝播リスク
も考慮し系統を切り離しておく
か検討し運用を決定した

◆開閉所点検のため外電片系統停
止中にD/GのB系H系のいずれか
を点検する必要が生じた。それぞ
れを点検する場合のリスク影響度
を検討し工程を決定した

ODM活動実施中
機器の故障または重要な設
備の異常等が発生した場合
プロセスに則り、
・監視強化計画
・不測事態計画
を立てて管理する。

例えば
2台あるうちの計装用空気除湿装
置1台が故障した場合
＜監視強化計画＞
・健全側の運転状態の確認

出口露点温度、圧力の監視を
中央制御室：１時間毎
現場データ採取：1回/日

＜不測事態計画＞
・起動している2台目の除湿装置

が故障した場合
・露点温度が警報値まで悪化した

場合
→事故時操作手順にて対応する。

工程検討での取組
プラント管理での取組

ODM：Operational Decision Making
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５．リスク情報活用の実践 ④新検査制度の視点採り込み

・原子力安全部門で、新検査制度の重要度評価に対応した社
内外事例の評価の相場観を整理中。

・NRAとの議論を通じ相場観を確立し、リスク情報を活用し
た自主的安全向上により、その上の原子力安全を目指す。

事例 概要 評価 備考
(米国事例)
悪天候からの保護
の劣化

悪天候が予想されている日に、検査管が２号
炉の現場のウォークダウンを行っていたところ、
タービン建屋の屋上に飛来物となる可能性の
ある廃材が放置されていた。原子炉は出力運
転中。

緑 悪天候により、廃材が安全機能を喪失させる可能
性が高まっていた。
実際に安全機能が喪失しておらず、その蓋然性も
小さいことから、「緑」である。

防火扉が開放状態
で放置
(水密扉も同じ考え
方)

防火扉が開いた状態で放置されていた。 発生した扉の位
置及びプラント状
態により評価が決
まる

・運転中は火災発生時にプラントを停止し、安定
状態に導く能力への影響、長期停止中はSFP
の冷却機能への影響で判断する。

○重要度の相場観（検討例）

○模擬SERP及び模擬RCでの重要度の相場観の認識合わせ
・NRAが重要度評価の参考となる過去事例を抽出し模擬評価会合（SERP）を実施。結果

を公開し模擬意見聴取会（RC）の要否照会を受けている。
⇒事業者として当該事例の考え方を整理し、NRAを議論することで重要度の相場観の認識

を合わせていきたい。
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６．構成管理 ①目標

・設計要件，実機器，設備図書の整合を維持・管理することで
安全性評価，保全，改造等を適切に実施

3要素の整合の維持・管理に向けた当社の取組み方針
・事業者が把握・管理すべき設計要件及びその根拠を収集，整理し，設計基準文書に集約
・設計基準文書の作成を通じて，当社が保有していない図書を入手する活動を実施
・管理すべき設備図書の明確化
・改造工事等において整合を維持するため支援システムを開発
・現場ｳｫｰｸﾀﾞｳﾝの場や設計基準文書を活用し、各人の役割について要員への理解活動を実施

原子力規制検査で確認されること
・機器の状態が設計要件を満たすよう維持され

ているか
・設計要件と機器等の性能・機能とが整合して

いるか

原子力規制検査に対応する構成管理
・設計要件・根拠に関する図書類の管理を確実

にする
・設計要件、図書、機器の状態を整合させるプ

ロセスの向上

外部レビューの提唱
・重要なプラント設計データを確実に入手する

ことが必要

物理構成
実際にそこに

ある設備・機器

構成管理の
3要素

設計要件
そこにある設備
・機器はどのよ

うなものでなけれ
ばならないか

設備構成情報
そこにある設備・機
器がどのようなもの
かを示す図書，情報
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６．構成管理 ②当社の取組

・設計基準文書を計画的に整備中。設計管理に資する支援シス
テムの開発と運転上の構成管理の取組も今後進める。

・柏崎刈羽７号機について、安全上
重要な系統を中心に約30系統分
を作成予定
－残留熱除去系、非常用交流電源

系、燃料貯蔵設備（使用済燃料
プール）等の停止維持に必要な
系統（10系統）を上期に作成

設計基準文書整備

機器
系統

号機
設備構成情報
のメタデータ

設備構成
情報図書

文書管理設備構成情報機器マスターリスト

支援システム整備

・文書リンクにより変更スコープ
を抽出する関連図書支援システ
ムを開発中。今後試運用予定

運転上の構成管理強化

・現場ウォークダウンにより、設計要件
と現場との整合を維持

・当直の状態管理、状態変更時の保全と
の情報共有等、マニュアルを整備中

設計基準
文書

主に機能
要求～
性能要求、
機器仕様
に関する
情報を紐
づけ
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○パフォーマンスベース、リスクインフォームドを日々の仕
事の中で実践し、検査制度設計に参画しつつ、社員の振る
舞いをかえていきたい。

○その具体的アクションがパフォーマンス向上に寄与してい
ることを確認しつつ、継続的に改善していきたい。

７．まとめ
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以 上
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（参考１）当社の試運用対応実績

日常検査：検査官が日々記録、現場確認

2018年10月 2019年1月 4月 7月

柏崎刈羽

＜フェーズ3チーム検査予定＞
・使用前事業者検査@KK

放射線
管理

・検査官はパフォーマンスベースで自律的な検査に移行中
・意見交換等でふるまいの改善点、気付き事項を議論。気付き

はマイナー以下だが、業務・現場の改善必要性を認識。

10月

保全・施工

QMS等

火災防護等

内部溢水設備変更影響

日常検査：検査官が日々記録、現場確認

ﾌｪｰｽﾞ1：全国で検査を分散実施 ﾌｪｰｽﾞ2：柏崎、大飯でチーム検査

福島第二

QMS
前半

QMS
後半

設計
管理

運転員
能力



21

©Tokyo Electric Power Company Holdings， Inc. All Rights Reserved.

（参考２）自主的安全向上の取り組み－CAP（補足）

パフォーマンス向上コーディネーター
Performance Improvement Coordinator

スクリーニング（重要度判定）
重要度に応じた対処方針決定

パフォーマンス評価

新たな劣化傾向、共通的弱点等を分析

是正 原因分析 傾向監視

PICO

・ 発電所各部に配置
・ 毎日のピア会議を通じ，重要度判定，

原因分析，傾向管理等をサポート

ＣＲ(Condition Report)
・CAQ判断を追加した

新クリーニング基準試
運用

・CAQとNCAQで、組
織の関与、原因分析等
の度合いを適切に設定

⇒所員等へCR及びCAQ
スクリーニング教育・
研修

柏崎刈羽では月
に約300件起票

NCAQ・不適合
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既存のＲＯＰモデル化対象範囲

・柏崎刈羽7号機のPRAモデルはAs-Is化を実施し、NRAによ
る検証を受ける予定

現在対応中

レベル1.5PRA

起因事象の発生

炉心損傷

格納容器損傷

放射性物質
施設外放出

事象の進展

公衆への
放射線影響

炉心
損傷頻度

格納容器
損傷頻度

レベル1 PRA

PRAとは
原子力施設等で発生するあらゆる事故を
対象として，その発生頻度と発生時の影
響を定量評価し，その積である｢リスク｣
がどれほど小さいかで安全性の度合いを
表現する方法

PRAモデルの高度化とは
・起因事象（イベントツリー）の多様化
・機器故障率や事象発生頻度など

のパラメータへの最新知見適用

ﾚﾍﾞﾙ1.5

柏崎刈羽原発７号機

（参考３）自主的安全向上の取り組み－PRAモデル整備


